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こ
の
母

校
愛
の
リ

レ
ー
の
準

備
を
始
め

て
か
ら
の

1
年
半
は
、

県
陵
生
の

団
結
力
と

連
帯
感
の

素
晴
ら
し

さ
を
実
感

で
き
た
貴

重
な
時
間

で
し
た
。

実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
半
分
以

上
が
在
校
当
時
は
面
識
が
な
く
、
最

初
は
「
誰
だ
っ
け
？
」
と
い
う
感
じ

で
し
た
が
、
青
春
時
代
の
3
年
間
を

県
陵
で
過
ご
し
た
と
い
う
だ
け
で
、

和
気
あ
い
あ
い
と
笑
い
の
絶
え
な
い

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
記
念
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

様
々
な
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
同
窓
会
の
皆
様
、
学
校
の

皆
様
、
諸
先
輩
方
に
は
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
当
日
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
仲
間
た
ち
、
運
営
に
参
加
は
で
き

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
寄
附
と
い
う
形

で
協
力
し
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
、
仕

事
や
家
庭
に
忙
し
い
中
、
時
間
を
割

い
て
実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
く
れ

た
み
ん
な
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

は
、
大
学
教
授
、
経
済
系
出
版
社
社

員
、
看
護
師
、
地
方
公
務
員
と
、
卒

業
し
て
か
ら
歩
ん
だ
道
は
そ
れ
ぞ
れ

で
、
母
校
県
陵
に
対
す
る
思
い
と
、

在
校
生
に
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
熱
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
平
成
と
い
う

大
き
く
動
い
て
き
た
時
代
を
生
き
て

き
た
仲
間
の
話
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
う
県
陵
生
に
と
っ
て
、
将
来

を
考
え
る
有
意
義
な
時
間
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
「
縣
陵
40
」
は
「
母
校
愛

の
リ
レ
ー
」
を
、
桜
吹
雪
舞
い
散
る

4
月
21
日（
土
）、
母
校
松
本
県
ヶ
丘

高
等
学
校
大
体
育
館
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
テ
ー
マ
を
『
縣
陵
四

重
奏（
カ
ル
テ
ッ
ト
）〜
昭
和
最
後
の

卒
業
生
か
ら
平
成
最
後
の
君
た
ち
へ

〜
』
と
し
ま
し
た
。
「
四
重
奏
」
に

は
40
回
卒
の
「
40
」
の
意
味
合
い
と
、

4
つ
の
彩
り
を
持
つ
講
演
を
行
い
在

校
生
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
奏
で
た

い
と
い
う
思
い
を
、
サ
ブ
テ
ー
マ
に

は
、
昭
和
最
後
の
年
に
卒
業
し
、
平

成
の
時
代
を
支

え
て
き
た
私
た

ち
か
ら
、
平
成

の
次
の
時
代
を

担
う
県
陵
生
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
り
た
い
、
と

い
う
想
い
を
込

め
ま
し
た
。

4
人
の
仲
間

〔10〕

帰
回
春
青

昭
和
42
年
、
母
校
県
陵
を
卒
業
し

た
。
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
、
団
塊

の
世
代
、
10
ク
ラ
ス
4
0
6
名
が
夢

と
希
望
に
燃
え
、
青
春
の
一
時
を
県

陵
で
過
ご
し
た
。

勉
強
は
さ
て
お
き
、
よ
き
友
と
の

出
会
い
や
語
ら
い
、
部
活
動
、
県
陵

祭
、
強
歩
や
応
援
練
習
、
他
校
へ
の

祭
り
の
参
加
な
ど
苦
し
か
っ
た
事
、

楽
し
か
っ
た
事
、
県
陵
で
の
遠
い
日

の
出
来
事
が
懐
か
し
く
甦
る
。

卒
業
以
来
毎
年
我
々
の
一
九
会
を

開
催
し
て
来
た
。
2
月
10
日
（
建
国

記
念
日
の
前
夜
）
午
後
6
時
半
、
会

場
は
転
々
と
し
て
来
た
が
、
今
は
深

志
神
社
梅
風
閣
で
あ
る
。
日
時
、
場

所
を
決
め
て
あ
る
の
で
、
行
き
合
う

同
期
生
に
出
席
を
促

す
事
が
出
来
る
。
地

域
ご
と
、
女
性
軍
、

県
外
と
10
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
連
絡
員
を

置
き
出
欠
を
取
る
。

今
年
の
一
九
会
は
、

38
名
の
参
加
で
あ
っ

た
。
同
期
と
言
う
だ

け
で
懐
か
し
く
、
話

し
が
弾
み
結
構
楽
し

く
飲
め
る
。

19
回
参
加
す
る
と
表
彰
状
を
贈
る
。

特
殊
紙（
シ
ル
バ
ー
メ
タ
リ
ッ
ク
）の

立
派
な
表
彰
と
額
で
あ
る
。
今
年
の

主
題
は
、
来
る
9
月
18
日（
火
）午
後

6
時
於
和
泉
荘
で
開
催
の
「
卒
業
50

周
年
古
稀
を
祝
う
会
」
へ
の
参
加
呼

び
か
け
、「
県
陵
1
0
0
周
年
」へ
向

け
て
の
寄
付
金
、
同
窓
会
費
納
入
の

依
頼
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

皆
快
く
応
じ
て
戴
け
そ
う
で
、
心
強

く
嬉
し
い
事
で
あ
る
。
更
に
同
窓
会

へ
の
理
解
を
深
め
て
行
き
た
い
。

ゴ
ル
フ
は
、
平
成
20
年
、
一
九
会

「
還
暦
祝
賀
会
」を
記
念
し
て
発
足
し
、

10
年
に
な
る
。
壱
鳩
会
（
い
ち
き
ゅ

う
か
い
）
と
命
名
、
一
番
最
高
の
集

り
、
19
番
目
ホ
ー
ル
、
19
回
卒
業
生

と
整
合
し
、
な
か
な
か
意
味
が
深
い

名
で
あ
る
。
県
陵
同
窓
会
コ
ン
ペ
の

参
加
を
含
め
年
に
3
回
は
実
施
し
て

い
る
。
第
3
回
コ
ン
ペ
で
は
、
前
田

紳
一
君
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
、

祝
賀
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

古
稀
と
も
な
る
と
、
既
に
同
期
生

34
名
（
同
窓
会
調
べ
）
が
他
界
し
て

い
る
。
第
一
線
を
退
い
た
今
、
自
分

自
身
の
身
体
に
留
意
し
な
が
ら
、
同

窓
会
を
含
め
大
い
に
楽
し
ん
で
暮
ら

し
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

40
回
卒
「
母
校
愛
の
リ
レ
ー
」

県
陵
40
学
年
代
表

プレゼンを行った4人。左から山内、西村、道正、豊原

覇権の剣 斉唱

県
陵
一
九
会
あ
れ
こ
れ

高
　
回
　
遠
藤
　
久
芳

19

平成30.2.10　一九会平成30.2.10　一九会

高
40
回
　
青
木
　
安
幸

官足法（足もみ療法）実演


